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1 .研究対象としての神楽

スポーツは明治以降に西欧から日本に輸入され普及してきた。これまで近代スポーツは、

“Citius， Altius， Fortius" (より速く、より高く、より強く)の標語を極限にまで追求して

きた。今では新記録の樹立が困難であることに象徴されているように、近代スポーツの標

語は限界に直面している(中村， 1999)。そして、近代スポーツ競技を支えてきた価値観の反

省が提起され始めている。

今後は、これまでの標語とは異なる新たな価値観を模索することが必要となってくる。

その新しい価値観は、近代スポーツ競技の本質的特性である「競争Ji勝敗」という内的契

機を有していない活動、特に日本の芸道などに見出せるのではないか(樋口， 2002) とい

う指摘は見聞される。日本の芸道に可能性が示唆されているが、実際に日本の芸道を考察

することによって、近代スポーツの新たな価値観を提示する研究は、ほとんど未着手の状

態である。

本報告者は、芸道の中でも「神楽J に注目したいと考えている。神楽は日本の各地で数

百年も民衆的な楽しみという文化的な要素から切り離されることなく継承されてきた。集

団としての連帯感・共生感を作り出してきた神楽には、近代スポーツには見られない特有

の価値観があるのではないかと思われる。

2.広島県の神楽について

全国には約 300以上の多様な神楽が存在し、神楽と呼ばれるものは、今日ではほとんど

全国津々浦々で行われている。広島県は、その中でも最も神楽が盛んな地域と言われ、県

の無形重要文化財に指定されている神楽団もある。神楽は昔から農村や山村では神事とし

ての意味合いも強かったが、同時に唯一のレクリエーションでもあった。広島県内におい

ても、神楽は地域によって多様な形態をとっている。米田らによって 2000年に実施された

調査によれば、広島県内の 52市町村で 194の神楽団体が確認されている。その中の神楽団

には、江戸期以前の結成の団も見られる。また、文部省の学習指導要領が改正されたこと

に伴い、学校現場において、芸能活動の環境が整えられる動きも見られる。広島県には地

域の人たちの活動の場としても活用される複合施設として、神楽や盆踊りを行うことがで

きる小学校体育館も登場した。これは教育の現場にも住民の方々の知識や経験を取り入れ

ようとする試みの現われである。また、実際に学校体育の授業の中に「神楽J を取り入れ

ようとする実践的試みも見られる。

3.神楽におけるフロー体験の特性

これまでに筆者は、能の大成者である世阿弥の残した課題を乗り越えるために、能と近

接関係にある神楽に注目し、神楽におけるフロー体験に関する研究を行ってきた。全国に
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は様々な形態の神楽があるが、本報告者が研究対象としたのは、神楽どころとして有名な

広島県の芸北神楽である。フローとは、アメリカの心理学者、チクセントミハイによって、

「全人格的に行為に没入している時に人が感ずる包括的感覚」と定義されている。先行研

究(迫， 2003)では、神楽団員(舞手、楽人)、観客に対するインタビュー調査をとおして、

神楽においてフロー体験が生成される過程を明らかにしている。その特徴は、「差異化」と

「統合化」の結合、相互依入的関係という言葉によって示されている。

4.神楽において追及される価値観

神楽は地域と密接なつながりを持ちながら、地域と分断することなく、長年地域ではぐ

くまれた伝統的な文化活動である。日本において伝統的身体技法を継承する集団の中で、

これほど長く存続している集団はほとんどないと思われる。また、神楽には、家元制度が

なく、ボランティアで行われてきたと言われている o

本報告の目的は、神楽に関する文献、資料、筆者がこれまでに行ってきた神楽団に対す

るフィールドワーク、神楽の稽古の観察内容、インタビュー調査の結果を検討し、神楽の

伝承がどのような価値観のもとに行われてきたのか、その内実に迫ることである。

神楽団員を対象としたインタビュー調査では、その中では、「奉納神楽(主に秋の祭礼に

奉納される)Jと「競演神楽(競演大会で行われる)J、どちらをより強く志向するかと尋ね

た結果、被験者全員が「奉納神楽」を志向する傾向にあった。「奉納神楽」と「競演神楽」

を比較考察することは、「競争原理Jを内包する近代スポーツの限界性を見出し、神楽に特

有な新たな価値観を提示することになるのではないだろうか。発表当日は、身体技法の稽

古の特徴についても言及したい。
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